
第 20回 ふなばし環境フェア開催結果 

 

１．目 的 

市民・事業者及び行政それぞれが、環境意識を高め、健全で恵み豊かな環境の実現を

目指すことを目的とし、環境フェアを開催する。 

 

２．テーマ 

「みんなでつくろう、地球にやさしい船橋」 

 

３．日 時 及び 会 場 

・平成 29年 6月 10日（土） 10時から 16時 

船橋市中央公民館 4・5・6階、及び館前広場 

・平成 29年 6月 11日（日） 13時 30分から 16時 40分 

船橋市中央公民館 6階講堂およびロビー（生物多様性シンポジウムのみ） 

 

４．主催等 

主 催：船橋市環境フェア実行委員会（53団体） 

内訳 市民団体 24団体 

         事業者  16団体 

         行政    8団体 

         学校    5団体 

後 援：船橋市教育委員会 

 

５．実施内容 

（１）10日（土） 

①館前広場 参加 6団体 

 ・メダカの生体展示 ・魚缶釣り教室 ・三番瀬の生きもの展示など 

・電気自動車「ふなわりくん号」の展示 

・小型家電回収ボックスの設置 など 

   ②4階会場 参加 14団体 

    ・ソーラーカーの工作など 

    ・パネル展示（環境保全活動の紹介など） 

・エコビンゴ 

    ・アルミ缶クラフト 

・クボタスピアーズに挑戦コーナー  

・ふなばし環境活動マップ 

・「触れる地球」実演 など 

③5階会場 参加 7団体 

 ・パネル展示（自然保護、森の整備活動の紹介など） 

・再生可能エネルギーを利用した工作 など 

④5階こどもイベント広場 参加６団体 

・どんぐり人形作り、三番瀬貝がら工作、糸つむぎ体験、ネイチャーゲーム、木こ

り体験、リサイクルクラフト（紙トンボ、カザグルマなど）など 



⑤6階会場 参加 22団体 

・パネル展示（環境保全活動、リサイクル推進活動、企業の環境保護活動など） 

・チーバくんの缶バッジ作成コーナー 

・オリジナルエコバッグづくり など 

⑥全会場 

来場者アンケート兼環境知～るラリー 

 

（２）11日（日） 

   第 1部 講演「生物多様性とその恵み」 

   第 2部 事例発表「生物多様性に関するいろいろな取り組み」 

   第 3部 パネルディスカッション 

 

６．来場者数 

約 4,400人（2日間合計） 

 

７．フェア全体についての総評（事務局より） 

晴天にも恵まれ、来場者数は 2日間で約 4,400人となりました。 

10日の開会式では、宮田 清紘実行委員長と来賓の松戸 徹市長が環境への願いを込めた

短冊を披露し、七夕の笹に飾りつけました。各階ともに人が多く集まり、終日にぎやか

で活気あふれる結果となりました。 

また、11 日（日）は、環境フェアが第 20 回目の開催となることを記念して「生物多

様性シンポジウム」を開催しました。来場者数は 105人となり、講演、事例発表及びパ

ネルディスカッションにより、生物多様性への理解を深めました。 

 


